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東京ダービー（JpnⅠ）
●6月11日（水）
●2,000m
3歳ダート三冠競走の第二関門であり、ダート部門の世代チャンピオン決定戦と位置付けられ
ている大一番。ダートグレード競走のJpnⅠに昇格となったのは第70回（令和6年）からで
す。全日本的なダート競走の体系整備が行われる前から南関東地区の3歳最強馬決定戦として
親しまれており、TCKの重賞としては東京大賞典と並びもっとも長い歴史を持つ伝統あるレー
スです。

帝王賞
（JpnⅠ）
●7月2日（水）
●2,000m

国内外で活躍してきた実力馬が一堂に会する、上半期の
ダートチャンピオン決定戦です。第1回が施行されたのは昭
和53年で、第1回から第8回（昭和60年）までは2,800m
のコースを舞台に争われていましたが、第9回（昭和61年）
からは2,000mのコースで施行。また、第18回（平成7年）
までは4月に施行されていたものの、第19回（平成8年）以
降は施行時期が6月中旬～6月下旬に改められました。な
お、JRA所属馬が出走可能となったのは、中央競馬招待競
走として施行されるようになった第9回（昭和61年）から。
第20回（平成9年）以降はダートグレード競走のJpnⅠとし
て施行されています。

サンタアニタトロフィー
（SⅢ）
●7月16日（水）
●1,600m

南関東所属のトップホースによって争われる、古馬短距離
路線のハンデキャップ重賞。友好交流提携を結んでいるサ
ンタアニタパーク競馬場との交換競走です。なお、サンタ
アニタパーク競馬場ではGⅢの「TOKYO CITY CUP」が
行われています（令和6年度は出走頭数が揃わなかったた
め実施されず）。現在の名称となったのは第17回（平成8
年）からであり、第16回（平成7年）以前は「関東盃」の名称
で施行されていました。

優駿スプリント
（SⅡ）
●7月17日（木）
●1,200m

南関東所属の若駒によって争われる、3歳短距離路線のSⅡ
競走。この世代を代表するスピード自慢が揃ううえ、3歳
ダート三冠競走や南関東3歳牝馬クラシック三冠競走の路
線から転戦してくる馬も珍しくなく、バラエティに富んだ出
走メンバーにも注目です。第1回（平成23年）から第13回
（令和5年）までは6月下旬に施行されていましたが、全日
本的なダート競走の体系整備に伴い、第14回（令和6年）
以降は施行時期が7月上旬～7月中旬に改められました。
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